
令和４年版環境白書（資料編） 

第２章 安全で安心できる生活環境の保全  

１．水環境等の保全と対策 

⑷ 宍道湖・中海の水質保全対策の推進［宍道湖・中海湖沼水質保全計画参照］ 

① 流入する汚濁負荷を削減する取組の推進 
② モニタリングの充実と調査研究の蓄積による効果的な対策の検討 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 宍道湖及び中海に係る湖沼水質保全計画（第７期）の体系 

湖内の浄化対策 

（湖内対策の推進、浮遊ゴミ等の監視及び回収） 

廃棄物処理施設 

生活排水対策 

（下水道の整備等、農業・漁業集落排水施設の維持管理等、浄化槽等の整備） 

工場・事業場排水対策 

（排水規制、汚濁負荷量規制、指導等、環境管理・監査の推進） 

生活排水対策 

（水質汚濁防止法に基づく生活排水対策の推進、下水道等への接続の促進、

浄化槽の適正な設置・維持管理の確保） 

畜産業に係る汚濁負荷対策 

（畜舎管理の適正化、家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促推） 

漁業に係る汚濁負荷対策 

流出水対策 

（農業地域対策、市街地対策、自然地域対策、流入河川直接浄化対策、流出

水対策地区における重点的な対策の推進、非特定汚染源対策の検討･推進） 

公共用水域の水質の監視・調査 

（湖内及び流入河川の水質監視・測定、五感による湖沼環境の定期調査(湖沼

環境モニター)、水生生物調査や簡易水質調査を地域住民等と協働で実施） 

調査研究の推進と対策の検討 

湖沼全体の水質評価 

事業者等に対する支援 
関係地域計画との整合 
水質事故への対応 
環境学習及び普及啓発活動の推進 

住民の理解と協力及び参加による保全活動の推進 

（地域住民による浄化対策、住民の理解と協力の確保、住民組織等の育成・

支援、アダプトプログラム等による道路・河川・湖岸の環境美化活動、  

自然湖岸の創出） 

ラムサール条約湿地の保全と賢明な利用の促進 
漁業を通じた水質保全の推進 

総合的な流域管理の取組 

緑地の保全その他湖沼の自然環境の保護 



 

 

表２ 生活排水処理施設整備事業の実施状況  （人口単位：千人、合併処理浄化槽：基) 

事業内容 湖 沼 項    目 Ｈ30現況 Ｒ５目標 Ｒ３実績 

公 共 下 水 道 

宍道湖 

増 加 処 理 人 口 － 1.5  -1.1 

全 処 理 人 口 183.1 184.6 182.0 

流 域 内 普 及 率 71％ 72％ 72% 

中 海 

増 加 処 理 人 口 － 0.2 -0.5 

全 処 理 人 口 45.4 45.6  44.9 

流 域 内 普 及 率 63％ 65％  64% 

農 業 ・ 漁 業 集 
落 排 水 施 設 

宍道湖 
増 加 処 理 人 口 － -3.2 -2.2 

全 処 理 人 口 40.8 37.6 38.6 

中 海 
増 加 処 理 人 口 － -0.5 -0.7 

全 処 理 人 口 13.9 13.4 13.2 

合 併 処 理 浄 化 槽 

宍道湖 
増 加 基 数 － 232  262 

全 処 理 人 口 19.9 19.8  18.8 

中 海 
増 加 基 数 － 278  81 

全 処 理 人 口 6.3 6.7 6.2 

そ の 他 排 水 
処 理 施 設 

宍道湖 
増 加 処 理 人 口 － －0.2 -0.3 

全 処 理 人 口 3.8 3.6 3.5 

中 海 
増 加 処 理 人 口 － －0.2 －0.1 

全 処 理 人 口 1.7 1.5 1.6 

（注１）中海には鳥取県実施分を含まない。 

（注２）その他排水処理施設には、コミュニティプラントや全額個人負担による浄化槽設置等が含まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


